
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暦
こよみ

の上
うえ

ではもう春
はる

となりましたが、まだまだ寒い
さ む  

日
ひ

が続
つづ

きます。 

外
そと

から帰った
かえ    

時
とき

は必ず
かなら 

手洗
て あ ら

い・うがいをしましょう。 

また、早寝
は や ね

･
・

早
はや

起き
お  

をすること、栄養
えいよう

をしっかりとること、適度
て き ど

に運動
うんどう

をする

ことを心
こころ

がけて、風邪
か ぜ

に負けない
ま    

体
からだ

をつくることが大切
たいせつ

ですね。 

    R７年 2 月 10 日 

江戸川区立清新第一小学校 

校 長  石 橋  悟 

 

 口
くち

から取
と

り込
こ

んだ食
た

べ物
もの

は、体
からだ

の中
なか

で消
しょう

化
か

・吸
きゅう

収
しゅう

されると、残
のこ

りが便
べん

（うんち）となって 

排
はい

泄
せつ

されます。この便
べん

の状
じょう

態
たい

で、腸
ちょう

内
ない

環
かん

境
きょう

を知
し

ることができます。腸
ちょう

内
ない

環
かん

境
きょう

が整
ととの

っていると、バナ

ナ状
じょう

の黄
き

色
いろ

がかった便
べん

がつくられ、腸
ちょう

内
ない

環
かん

境
きょう

が乱
みだ

れると、カチカチの黒
くろ

っぽい色
いろ

の便
べん

になったり、下
げ

痢
り

を起
お

こしたりします。腸
ちょう

内
ない

環
かん

境
きょう

は全
ぜん

身
しん

の健
けん

康
こう

にも深
ふか

く関
かか

わりますので、便
べん

の状
じょう

態
たい

が悪
わる

い人
ひと

は、食
しょく

生
せい

活
かつ

を見
み

直
なお

してみましょう。 

※下
げ

痢
り

が続
つづ

く 

場
ば

合
あい

は、医
い

療
りょう

 

機
き

関
かん

を受
じゅ

診
しん

して 

ください。 

 

朝
ちょう

食
しょく

後
ご

など、決
き

まった時
じ

間
かん

にトイレに行
い

く習
しゅう

慣
かん

をつけましょう！ 

 

便
べん

秘
ぴ

の人
ひと

は意
い

識
しき

してとりましょう！ 

 

               給
きゅう

食
しょく

に毎
まい

日
にち

出
で

ている牛
ぎゅう

乳
にゅう

…。日
ひ

によって牛
ぎゅう

乳
にゅう

の味
あじ

が違
ちが

うと感
かん

じることはあり 

ませんか？牛
ぎゅう

乳
にゅう

は生
い

きている牛
うし

から生
せい

産
さん

されるので、牛
うし

の品
ひん

種
しゅ

や育
そだ

て方
かた

、えさの違
ちが

いなど 

によって風
ふう

味
み

が変
か

わります。また、牛
うし

は暑
あつ

さに弱
よわ

く、夏
なつ

は食
しょく

欲
よく

が落
お

ちて水
すい

分
ぶん

を多
おお

くとるた 

め、乳
にゅう

脂
し

肪
ぼう

分
ぶん

が少
すく

ないさっぱりとした味
あじ

の牛
ぎゅう

乳
にゅう

になり、秋
あき

から春
はる

先
さき

かけては、乳
にゅう

脂
し

肪
ぼう

分
ぶん

が多
おお

い濃
のう

厚
こう

な味
あじ

の牛
ぎゅう

乳
にゅう

になります。寒
さむ

くなると、給
きゅう

食
しょく

の牛
ぎゅう

乳
にゅう

が冷
つめ

たくて飲
の

みづらいか

もしれませんが、冬
ふゆ

ならではの牛
ぎゅう

乳
にゅう

のおいしさを、ぜひ確
たし

かめてみてください。 


